
前述のごとく，すべり片が十分接地しないのは床自体

が完全な平面でなく，さらにすべり片がステンレスのご

とき使い変形のないものであるからであるが，プラスチ

ック系の床材料てあれば，床側で多少の変形は予想され

るものである。現在，使用している 3kg/cmのバネカ

は床側の変形をさせるには，少し小さめてはないだろう

か。

材料によるテストては，すべりやすさの度合は，バネカ

にあまり影響はないことがわかっているので，むしろバ

ネカ 10kg/cmぐらいのものにしたら接触も良好になろ

う。

vi)人の感覚とすべり抵抗値；

すべり試験機は上記のごとき問題点があるとはいえ乾

燥した床面のすべりエ合は比較的良く測定し得る。ただ

し，床面に水が停滞しているような場合には必ずしも正

確とはし、し、がたし、0

w すペリ抵抗値の許用範囲

I報発表（歩行時の足圧分布）に用いた試験機は，バ

ネカが異なっているので， JISの規定による機械のすべ

り抵抗値の許用範囲は，実験的根拠を持って確実に提案

することはてきない。しかし，実際に測定して見て最低

値0.25を提案したい。十分安心して歩くためには， 0.35

以上である。

床の防滑性能について

（第 3報 デッキプレートの防滑性能）

宇野英隆，木下釣ー

Measurement of the Slipperiness of Walkway Snrfaces 

(3 rd Report) 

by H. Uno K. Kinoshita 

Checkered-plates are used at various places, especialy at passages in workshops, decks of 

vehicles, treads of stairs and others. It is necessary to inquire into the efficiency of the antislip-

periness of checkered-plates from the point of view of safty, so we had a series of test for the 

following purposes ; (1) comparison among the efficiency of the antislipperiness of various plates, 

(2) study of safty slope of the floor of them, (3) to pick out the most suitable shoes. 

前報に引ぎつづき特殊な床仕上材料として縞鍋板の防

滑性能について検討を行なった。これは鋼製の床材料て‘

各種のものが製造されている。用途としては作業場内，

通路，車両等のデッキ，階段の熟面，斜路等で，そして

酷使される場所が多く滑って転倒し，けがした事例も続

発している。安全上からも作業能率上からも縞鋼板の防

滑性能について検討する必要があるのて、履物，縞鋼板

の表面処理状態をいろいろ変え［こ場合について実験的に

調べた。

2. 実験の方針

一般に床を歩行する際，人の歩行状態は床仕上材料の

滑り易さに影響され，その結呆接地角，歩幅，踵の持上

げ高さなどに顕著な変化が現われる。さらにある勾配を

もった床の上を歩行する場合にすべりに対して明瞭な観

察ができると思われる。

実際に人の歩行状態は踵から済いてつまさきに移り，

爪先て地面を蹴って前進するので，滑りにより災害の生

ずるのは平地においては主として踵が接地するときと考

えてよい。したがって勾配をもった床を降りる時はまず

踵から接地するのて，この状態は平地歩行のときと滑り

易さの紅向は同様てあると考えられる。また現場や工場

等で勾配をもった場所：ここの種の材料が多く用いられる

ので，その安全な使用限度も知ることがてきる。したが

って本実験により，

1. 各種鋼製床材料間の防滑性能の比較

2. 鐸製床材料の滑りに対する許容使用勾配

3. 鋼製床材料て仕上げられた床の上の歩行に最も適

した履物

を明らかにするものてある。

3. 実験方法

防滑性能を検討するためまず実際に試験床上を歩行し

て調べる方法をとった。勾配が水平面に対し 5°,10°, 
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15°. 20°. 25°'30°0) 6通りに変えられる歩行台を設匠

し，被験者に歩行させ沿りを生ずる角股まて段陪を追っ

て歩行台の勾配を増大せしめ， 築板による/,j.:1/)安全勾陀

を求めた。また滑りを生ずるときの勾配，歩幅，踵の持

上げ麻さ等を客観(1りに判定するため、実験に用いた履物

（安全靴 ， 地下足袋~,り地下足袋・紳. 1~1n皮靴）のつ

まさきと珈こ豆龍球を取りつけ，サイクルグラ ムを描か

せた写真似彩を行ない，上記の状態を観寮した。

また拭験床仕上材料は如i・台ヒに取外しできるように

ネジて固走した。尖験に用いた材料は縞鎮板3種平鉄

板 t稲，エキスパソダーメクルを利用した床板を主 と

し，これに対して比較する意味で木製足場板（松材），

塩化ビニールタイルの7稲を用いた。

床の表而処理状態が滑り易さに大きな影響を与えるこ

とは当然考えられるので，実験では同じ材料について床

材料の表面に（イ） i枚水したとき， （口）砂を散らしたとき
~~ 油（機械油）を塗布したとき，（二）何ら表面処理をし

ないとき，の条件の場合について歩行実験を行なった。

防滑性能を検討する第2方法として衝繋式床滑り試験

機 (JISA 1407第1報第2報に詳述）を用いて上祀の

q
 

写真,. 2 
滑りを感じない場合のサイクルグラム

曲線はきわめて正規である

床材料；縞銅板（尼鉄） 床表面 ；油塗布

床勾配 ；100 履物 ；地下足袋

各条件のJi)合について火験を行ない歩行火験の湯合と比

較した。

.:.の試験機による床すべり抵抗係数Uは卜式により求

められる。

U=E/PD P; (ばね力） = 3 kg/cm 

D; Cすぺり片の榜触距離）=9.0cm 

E;, ヽンマーの振り上り位悩(/)IJ盛kgcm

(1) U>0.3 冷りに対し大休安全と名えられる。

(2) U<O. 3 滑りに対し不安全

一般にこの試験機は平らな床1面の滑り抵抗係数を調べ

る目的で考案されたものであり．本丈験ll)ように表面に

凸部がある場には適Jりできないが，すぺり片をゴムに取

りかえて本実験は行なっている。この結果が凹凸のある

床仕上げの防沿性能を表示するかどうかは，今後検討の

余地があるが，床材料や表面処理の条件によ り防滑性能

がどのよう：こ変わるかは把握できると思われる。

4. 実験結果

各種表而処理状態における股物と滑り限界碩斜角度は

馴胃・圃喧＇［賣謬胃 、

写真3'"; 沿った場合のサイクルグラム
写真3,上る際ずるずると滑る
写真4.降りる際かかとが，沿って転ぶ

床材料 ；平銅板 床表面 ；散 水

床勾配 ；15° 履物 ；鳶用地下足袋
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結果は図ー 1~-4のとおりである。図は履物を一定に

したときの表面処理状態とすべり限界角度を示した。ま

た床すべり試験による床すべり抵抗係数は図—5のように

なった。

図ー5

匹

5

叫

⑮

U
床
す
ぺ
り
抵
抗
値

0.2 

り;J

すべり片1-:tすべて 1・ム
I I I I 

表面焦俎瑾

表 1 床の限界勾配（度）

表面処理 I -~ 皮靴地下足袋茫腐安全靴

乾燥 15 20 20 30 

砂 15 25 20 20 

水
I 15 10 10 20 

油 15 5 0 20 

塗油したとぎ

I 12, 3 4 5 b (床択料昏号）

5. 考察と結論

1. 床の限界勾配について表ー1の結果を得た。表から

皮靴安全靴を着用する工場等ては縞鋼板の床の勾配は，

15° 以下であるべきであり，実際には不意に滑りを経験

する場合が多く，実験俯をそのまま採用できずす，べり

試験機の結果も考慮に入れ安全勾配を決めなければなら

ない。また地下足袋‘その他これらに類する靴底を有す

る履物を滸用する所ては縞鋼板の床は水平に仕上げられ

るべきである。

2. 靴の種類の中で安全靴が最も安心して歩行でき

る。皮靴ては表面処理の条件によって大きな差はない。

地下足袋の類は散水，塗油された床の上を歩行する際不

安を惑じる。

3. 床すべり試験機による結果を見ると，塩化ビニー

ルタイルや，平鉄板ては表面無処理のとき高い抵抗値を

示す。これは縞鋼板の場合より線接触する長さが長いた

めであり，塗油した場合を見ればすべり抵抗係数は著し

く低下し極めて滑り易くなることを示す。同様に縞鋼板

も滑り易くなるが乎板ほど著しくない。これらの点につ

き歩行実験結果である第 1~4図と比較するとほぼ似た

傾向があり，これにより防滑性能を調べ得ることができ

よう。
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